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37. K. Yoshii, Y. Oshino, N. Tachikawa, K. Toshima, and Y. Katayama, Electrochemical Reaction of 
Bis(acetylacetonato)Palladium in an Amide-Type Ionic Liquid, PRiME2016 (Honolulu, USA), 2-7 October 
2016. 

38. Y. Katayama, S. Nakatama, N. Tachikawa, and K. Yoshii, Electrochemical Behavior of 
Tris(2,2'-bipyridine)Cobalt Complex in Some Ionic Liquids, PRiME2016 (Honolulu, USA), 2-7 October 
2016. 

39. Y. Katayama, S. Fujimoto, N. Tachikawa, and K. Yoshii, Electrochemical Impedance Study of Lithium 
Cobalt Oxide Thin Film in Some Ionic Liquids, PRiME2016 (Honolulu, USA), 2-7 October 2016. 

40. N. Tachikawa, S. Hosoda, T. Ishida, K. Yoshii, M. Watanabe, and Y. Katayama, In Situ Electrochemical 
Measurements of Deposition and Dissolution of Lithium in Li[N(CF3SO2)2]-Glyme Solvate Ionic Liquids, 
PRiME2016 (Honolulu, USA), 2-7 October 2-7 2016. 

41. S. Sultana, N. Tachikawa, K. Yoshii, and Y. Katayama, Electrochemical Behavior of Zirconium 
Tetrachloride in an Amide-type Ionic Liquid, 5th International Round Table on Titanium Production in 
Molten Salts (Hokkaido, Japan), 10-13 July 2016. 

42. Y. Katayama, Electrochemical Preparation of Metal Nanoparticles in Ionic Liquids, 5th International 
Round Table on Titanium Production in Molten Salts (Hokkaido, Japan), 10-13 July 2016. 

43. R. Adachi, R. Uchida, Y. Hiruta, H. Kanazawa,  Development of temperature-responsive chromatography 
using a proline derivative polymer,  RSC Tokyo International Conference 2016, Chiba, Japan, 8-9 
September 2016. 

44. A. Miki, Y. Hiruta, H. Kanazawa, Quinine derivative modified temperature-responsive chromatography for 
analysis of chiral compounds, RSC Tokyo International Conference 2016, Chiba, Japan, 8-9 September 
2016. 

45. M. Ohshima, Y. Ito, H. Kanazawa, Analysis of polyphenol glycosides using temperature responsive 
chromatography. RSC Tokyo International Conference 2016, Chiba, Japan, 8-9 September 2016. 

46. Y. Hiruta, Y. Nagata, R. Nemoto, H. Kanazawa,  pH-Responsive Polymer Nanomedicine for Acidic 
Tumor Targeting, International Nanomedicine Meeting 2016, Mauritius, 1-4 August 2016. 

47. J. Wang, M. Hasegawa, E. Ayano, Y. Maitani, H. Kanazawa, Effective transfection of siRNA Using 
Temperature ResponsiveLiposome, 2016 CRS Annual Meeting, Seattle, USA, 17-20 July 2016. 

48. R. Nemoto, J. Wang, M. Hishida, E. Ayano, Y. Maitani, H. Kanazawa, Development of Thermoresponsive 
Liposomes Aimed at Temperature-controlled Cellular Uptake, 2016 CRS Annual Meeting, Seattle, USA, 
17-20 July 2016. 

49. Y. Hiruta, Y. Nagata, R. Nemoto, H. Kanazawa, Tumor acidity sensitive polymeric micelle for selective cellular 
uptake of doxorubicin, 2016 CRS Annual Meeting & Exposition, Seattle, USA, 17-20 July 2016. 

50. Y. Hiruta, R. Nemoto, Y. Nagata, H. Kanazawa, Temperature-resopnsive fluorescence polymer nanoparticles with 
thermally controlled cellular uptakes, 2016 CRS Annual Meeting & Exposition, Seattle, USA, 17-20 July 2016. 

51. M. Yoshikawa, T. Kuroki, R. Uchida, T. Mikuma, Y. Hiruta, H. Kanazawa, Simultaneous Analysis of 
Psychotropic Drugs by Temperature-responsive HPLC. HPLC2016, San Francisco, USA, 19-24 July 2016. 

52. M. Kajiya, R. Uchida, T. Mikuma, Y. Hiruta, H .Kanazawa, Temperature-responsive Chromatography for 
Analysis of Pharmaceuticals in River Water, HPLC2016, San Francisco, USA , 19-24 July 2016. 
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国内学会発表	

1. 高城美智、高橋大介、戸嶋一敦、還元糖を選択的に光分解するアントラキノン-ヒドラジドハイブ
リッドの創製と AGEs生成阻害への応用、日本化学会第 97春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパ
ス、平成 29年 3月 16－19日（18日）. 

2. 小林巧、栗木甫、松本優香、中山晴永、久住俊一、高橋大介、戸嶋一敦、抗生物質アクアヤマイ

シンの全合成、日本化学会第 97春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、平成 29年 3月 16－19
日（18日）. 

3. 笠井章弘、小薗脩平、松原輝彦、佐藤智典、高橋大介、戸嶋一敦、硫酸化オリゴフコシド三量体

の合成とインフルエンザウイルス感染阻害活性、日本化学会第 97春季年会、慶應義塾大学日吉キ
ャンパス、平成 29年 3月 16－19日（17日）. 

4. 青柳学、岩田亮介、高橋大介、戸嶋一敦、新規有機光酸触媒の探索と環境調和型光グリコシル化

反応への応用、日本化学会第 97春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、平成 29年 3月 16－19
日（17日）. 

5. 高木亮馬、高橋大介、戸嶋一敦、セラノスティクスを指向した ROS 応答型蛍光分子-光感受性分
子ハイブリッドの合成と機能評価、日本化学会第 97春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、平
成 29年 3月 16－19日（16日）. 

6. 奥山真衣、高橋大介、戸嶋一敦、光感受性分子-糖ハイブリッドによるグリコシダーゼの選択的光
分解、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、平成 29 年 3 月 16－19 日（16
日）.	 	  

7. 梨子田淳希、西信哉、梶英輔、高橋大介、戸嶋一敦、有機ホウ素化合物を利用した大腸菌由来糖

鎖の位置および立体選択的合成研究、日本化学会第 97 春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、
平成 29年 3月 16－19日（16日）. 

8. M. Tanaka, A. Nakagawa, D. Takahashi, K. Toshima, Regio- and Stereoselective Glycosylation of 
Unprotected Sugar Acceptors Using Boronic Acid Catalyst and Its Application to the Synthesis of 
Biologically Active Glycosides, 日本化学会第 97春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、平成 29
年 3月 16－19日（16日）. 

9. 戸嶋一敦、機能複合化による生体機能光制御中分子の創製、新学術領域研究「反応集積化が導く

中分子戦略高次生物機能分子の創製」第 3 回公開成果報告会、早稲田大学西早稲田キャンパス、
平成 29年 1月 28－29日（28日）. 

10. 高橋大介、有機ホウ素化合物を活用した糖質科学の新展開、第 12回機能性糖鎖講演会、鳥取大学
地域学部、平成 28年 12月 13日. 

11. 西信哉、梨子田淳希、高橋大介、戸嶋一敦、ボロン酸触媒を用いた位置及び立体選択的β-マンノ
シル化反応の開発と大腸菌由来糖鎖合成への応用、Glyco TOKYO 2016シンポジウム、東京工業大
学大岡山キャンパスデジタル多目的ホール、平成 28 年 11 月 19日 

12. 久住俊一、中山晴永、小林巧、栗木甫、松本優香、高橋大介、戸嶋一敦、アクアヤマイシンの形
式全合成、第 110回有機合成シンポジウム、早稲田大学早稲田キャンパス国際会議場、平成 28 年
11 月 10－11 日（10日）. 

13. 青柳学、高橋大介、戸嶋一敦、新規有機光酸触媒の探索と光グリコシル化反応への応用、第 35回
日本糖質学会年会、高知市文化プラザかるぽーと、平成 28 年 9 月 1－3 日（3日）. 

14. 中川彰、田中将道、高橋大介、戸嶋一敦、ボロン酸触媒を用いた無保護糖受容体に対する位置及
び立体選択的グリコシル化反応の開発、第35回日本糖質学会年会、高知市文化プラザかるぽーと、
平成 28 年 9 月 1－3 日（3日）. 

15. 高橋大介、有機ボロン酸の化学的特性を駆使した標的糖鎖の選択的合成と光分解に関する研究、
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第 35回日本糖質学会年会、高知市文化プラザかるぽーと、平成 28 年 9 月 1－3 日（1日）. 
16. 高橋大介、天然硫酸化多糖フコイダン類縁体の系統的合成と生物活性、平成 28年度日本応用糖質

科学会東日本支部シンポジウム「糖質・糖鎖と生体の相互作用（クロストーク）」、東京大学農学

部弥生キャンパス弥生講堂、平成 28年 7月 22日. 
17. 高城美智、高橋大介、戸嶋一敦、アントラキノン-ヒドラジドハイブリッドによる還元糖の選択的

光分解と AGEs 生成阻害への応用、日本ケミカルバイオロジー学会 第 11 回年会、京都テルサ、
平成 28 年 6 月 15－17 日（15日）. 

18. 志村拓海、池田裕政、高橋大介、戸嶋一敦、光感受性分子-シクロオクチンハイブリッドによるが
ん細胞表面修飾及び選択的光細胞毒性、日本ケミカルバイオロジー学会 第 11 回年会、京都テル
サ、平成 28 年 6 月 15－17 日（17日）. 

19. 外川翔太、高橋大介、戸嶋一敦、光制御型酵素を指向したアントラキノン-酵素-ペプチドベクター
ハイブリッド分子の創製、日本ケミカルバイオロジー学会 第 11 回年会、京都テルサ、平成 28 年
6 月 15－17 日（16日）. 

20. 木村智哉、江藤貴宏、岩田亮介、高橋大介、戸嶋一敦、ナフトール及び芳香族チオウレアを有機
光酸触媒として利用する光グリコシル化反応の開発、第 109 回有機合成シンポジウム、東京工業
大学大岡山キャンパスデジタル多目的ホール、平成 28 年 6 月 8－9 日（9日）. 

21. 高橋大介、有機ホウ素化合物を活用した標的糖質の選択的合成と光分解、第 4 回慶應有機化学若
手シンポジウム、慶應義塾大学矢上キャンパスマルチメディアルーム、平成 28年 5月 7日. 

22. 小田村慈英、横尾亮佑、増村健資、大川裕樹、犀川陽子、中田雅也、ファスメリアナミン Aの全
合成と構造訂正、日本化学会第 97春季年会、慶應義塾大学日吉キャンパス、平成 29年 3月 16日
−19日. 

23. 寄立真琴，高橋芳人，田島隼人，横山貴，佐藤隆章，千田憲孝，ステモアミド系アルカロイドの
統一的全合成，第 110 回有機合成化学シンポジウム，早稲田大学国際会議場，東京都，平成 28年
11月 10日－11日. 

24. 長島義之，須藤貴弘，柳田悠太，佐藤隆章，千田憲孝，アレンへの立体選択的なヒドロホウ素化
反応を経由するスキップジエン構築法，第 60 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会，

東京農業大学オホーツクキャンパス，網走市，平成 28年 10月 29－31日. 
25. 高橋芳人，中島実奈美，寄立真琴，小林昂弘，佐藤隆章，千田憲孝，イリジウム触媒を用いたア

ミド選択的な還元的求核付加反応の開発，第 46回複素環化学討論会，金沢歌劇座，金沢市，平成
28年 9月 26－28日. 

26. 佐藤隆章，須藤貴弘，柳田悠太，長島義之，松尾直哉，黒須靖弘，瀧川晋作，千田憲孝，マダン
ガミン類の全合成：立体選択的スキップジエン構築法の開発と応用，第 58回天然有機化合物討論
会，東北大学萩ホール，仙台市，平成 28年 9月 14－16日. 

27. 千田憲孝，生物活性天然物の合成研究〜キラルプール法によるアプローチ〜，京都大学大学院薬
学研究科特別講演会，京都大学薬学部，京都市，平成 28年 7月 6日. 

28. 千田憲孝，生物活性天然物の合成研究〜キラルプール法によるアプローチ〜，有機合成セミナー
（有機合成化学協会東海支部），静岡県立大学，静岡市，平成 28年 6月 11日. 

29. 佐藤隆章，片原聖矢，藤田果奈美，小林将一朗，松本孟，千田憲孝，N-シロキシアミドおよび N-
ヒドロキシアミドを用いた還元的ニトロン合成法の開発，第 109 回有機合成シンポジウム，東京
工業大学ディジタル多目的ホール，東京都，平成 28年 6月 8－9日. 

30. 須貝智也，臼井駿馬，奥山優也，久田祥子，佐藤隆章，千田憲孝，(–)-カイトセファリンの合成研
究，第 71回有機合成化学協会関東支部シンポジウム，東京農工大小金井キャンパス，東京都，平
成 28年 5月 14日. 

31. 千田憲孝，タキソールの合成研究，第 71回有機合成化学協会関東支部シンポジウム，東京農工大
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小金井キャンパス，東京都，平成 28年 5月 14日. 
32. 千田憲孝，タキソールの合成研究，有機化学研究会第 76回講演会（白鷺セミナー），大阪府立大

学，大阪府，平成 28年 4月 8日. 
33. 山田 徹，超熱的効果：マイクロ波合成有機化学の新しいパラダイム，電磁波励起反応場第 188 委

員会， 平成 28 年度第 1 回全体委員会	講演会「ものづくりにおけるマイクロ波エネルギー利用」，

東京工業大学	 蔵前会館，平成 28年 6月 13日. 
34. 関根康平，定光勇太，山田	 徹，銀触媒によるアルキンの活性化を利用する二酸化炭素利用法の

開発，日本化学会第 96春季年会 4H1-15，同志社大学，京田辺，平成 28年 3月 27日. 
35. 山田	 徹，田島繁希，有機合成反応におけるマイクロ波特異効果の検証，日本化学会第 96春季年

会 1H3-50，同志社大学，京田辺，平成 28年 3月 24日. 
36. 山田	徹，炭素炭素結合の形成を伴う銀触媒による二酸化炭素捕捉合成反応，2015 年度第５回グリ

ーンサステイナブルケミストリーセミナー，鳥取大学，平成 28年 1月 18日. 
37. 井村茉貴, 伴野太祐, 朝倉浩一, “Soai 系の不斉増幅における確率的挙動とそれに対する沈殿物生

成の影響”, 日本化学会第 97春季年会, 横浜, 平成 29年 3月. 
38. 伴野太祐, 金子翔, 朝倉浩一, “界面活性剤水溶液中を自己駆動する油滴の走光性”, 日本化学会第

97春季年会, 横浜, 平成 29年 3月. 
39. 宇野純平, 伴野太祐, 朝倉浩一, 回転霧化塗装のモデルとしての回転基板から放出される液滴の飛

行方向, 第 32回塗料・塗装研究発表会, 東京, 平成 29年 3月. 
40. 廣野綾菜, 豊田太郎, 朝倉浩一, 伴野太祐, カチオン性界面活性剤水溶液中を自己駆動する油滴の

運動モード, 第 26回「非線形反応と協同現象」研究会, 東京, 平成 28年 12月. 
41. 藤野憲, 豊田太郎, 朝倉浩一, 伴野太祐, ヘテロな疎水鎖を有する二鎖型両親媒性化合物が形成す

るジャイアントベシクルの形態, 第 26 回「非線形反応と協同現象」研究会, 東京, 平成 28 年 12
月. 

42. 為行舞斗, 朝倉浩一, 伴野太祐, メタクリロイル基を有する両親媒性分子からなるジャイアントベ
シクルの温度変化による変形, 第 67回コロイドおよび界面化学討論会, 旭川, 平成 28年 9月. （ポ
スター賞受賞）. 

43. 湯浅洋彦, 朝倉浩一, 伴野太祐, 水中での 1, 2, 3-トリアゾール基を有する界面活性化合物のその場
生成と錯体形成によるゲル化, 第 67回コロイドおよび界面化学討論会, 旭川, 平成 28年 9月. （ポ
スター賞受賞）. 

44. 池平昌史, 伴野太祐, 武川翼, 佐藤昇正, 中村直生, 前澤大介, 正木仁, 黒田章裕, 朝倉浩一, エマ
ルション型サンスクリーン剤の塗工層構造の紫外線遮蔽能に対する影響, 日本油化学会第 55回年
会, 奈良, 平成 28年 9月. 

45. 平田愛奈, 伴野太祐, 武川翼, 佐藤昇正, 中村直生, 前澤大介, 正木仁, 黒田章裕, 朝倉浩一, UV 
吸収剤の結晶化挙動およびその紫外線遮蔽能に及ぼす影響”, 日本油化学会第 55回年会, 奈良, 平
成 28年 9月. 

46. 粕尾優衣, 朝倉浩一, 伴野太祐,  O/W エマルション中での Huisgen 環化反応により自己駆動を開
始する油滴, 日本油化学会第 55回年会, 奈良, 平成 28年 9月. 

47. 小河重三郎, 朝倉浩一, 小山内州一, 種々の水溶液の凍結融解過程の時間─温度プロファイルに与
える初期濃度の影響, 第 61回低温生物工学会大会, 埼玉, 平成 28年 6月. 

48. 吉田圭佑，松井康平，高尾賢一，有機分子触媒を用いたスピロ環形成に伴う三連続不斉中心の構
築，日本化学会第 97春季年会，横浜市，平成 29年 3月. 

49. 森	 健斗，小椋章弘，高尾賢一，クラビラクトンＤの全合成および構造訂正，日本化学会第 97春
季年会，横浜市，平成 29年 3月. 

50. 住田	 渉，坂間亮浩，小椋章弘，高尾賢一，カロフィコ酸Ａの全合成研究 (2)，日本化学会 97 春
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季年会，横浜市，平成 29年 3月. 
51. 坂間亮浩，小椋章弘，高尾賢一，Synthetic Studies of Callophycoic Acid A (1) ，日本化学会第 97春

季年会，横浜市，平成 29年 3月. 
52. 坂間亮浩，吉田圭佑，小椋章弘，高尾賢一，カロフィコ酸Ａの全合成研究，第 72回有機合成化学

協会関東支部（新潟）シンポジウム，新潟市，平成 28年 11月. 
53. 井上遥菜，瀧口慧太，吉田圭佑，小椋章弘，高尾賢一，ハイフェンロンＡの全合成研究，第 110

回有機合成シンポジウム，東京，平成 28年 11月. 
54. 高尾賢一，天然物合成を指向した合成法の開発，有機合成化学協会 有機合成化学後期（秋季）講

習会，東京，平成 28年 11月. 
55. 安保港平，小泉絵梨，吉田圭佑，小椋章弘，高尾賢一，グッチフェロンＡの全合成研究，第 58回

天然有機化合物討論会，仙台市，平成 28年 9月. 
56. 吉田圭佑，鈴木比捺，井上泰希，高尾賢一，4-メトキシピリジン N-オキシド触媒によるオキシラ
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19日(ポスター賞受賞). 

61. 坂倉彩香, 山下泰信, 恒川龍二, 野城和貴, 花村 駿，花屋賢悟，庄司 満，須貝 威，酵素触媒の位
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セス", 第 48回溶融塩化学討論会, 新潟，平成 28年 11月 24－25日. 

101. 多田和信，立川直樹，吉井一記，片山 靖, アミド系イオン液体を用いたパラジウムの電解回収, 第
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